










































































































































































































































































































































































































































の制約があるため、学内に生い茂る樹木 伐採 、できるだけ明るさ 保とうとする取り組みも続けてる。また、 各宿舎周辺では、
学生宿舎管理事務所が定期的に見回りをして、街灯の光が木の枝で遮られていないかを確認。必要がある場合は施設部 樹木の伐採や剪定の要望 出しているという。■「県や市 協力必要」　
これらの自助努力にも関
わらず、 生から 「街灯
設置」の要望は絶えない。学生生活 問題を話し合うクラス連絡会や、２年に一度実施される「学生生活実態調査」で毎回、 「街灯 」の求めがあるほか、全 学類・専門学群代表者会議が企画したつくば市長との懇談会でも街灯に関す 質問があがった。　
これに対し、学生生活課













































る政策では、減反参加者への直接助成分を半減、５年後には全廃し 国による生産可能数量 配分をやめ 。こ ことをもって減反廃止とされている。ただし、そ 一方で、転作作物には引き続き補助金が支払われ 特に飼料米の生産には現行よりも手厚い補助がなされる。加えて、農地維持に対する直接支払制度や収入保険も創設される。農水省は、新しい政策も農村の所得は減少しな
いと与党に説明している。　
減反廃止と言うと非常
にドラスティック 聞こえるが、実は言うほどではない。生産調整の具体的手法のうち 参加不参加自体に対す ペナルティあるいはメリット措置をやめて、財政規模がより大きい転作奨励策一本化するということである。一面では、民主党政権以前の農政への回帰ともとらえられよう。結局、国が政策的に生産量をコントロールしていく基本図式はこれまでと変わらず、減反廃止を巡る今般の議論は言葉にやや踊らされているように見える。　
ところで、これらの議
論に関連して、コメ生産を自由化すれば、不効率な小規模生産者の退出につながり、生産構造が効




















探してみると、目立 ない場所にある大きな棚の一つの、最下段にあった。こうやって探されなければ 誰の手にも取られそうにない位置だ。その本の内容は刺激的すぎるのでここ 書く訳にはいかないが ともかく、その本は全くもって未知だった世界を見せてくれた。この本を読んだ時、図書館にた さん本があることの意味が少し分かった気がして、改めてこの図書館の大きさをうれしく思た。　
普通に考えて、本には著







































きなくても大丈夫」という話ではない。生物・農学系に数学、物理、化学が不要なわけが そもそも「理系科目」というものは、中 は使わい知識 あるし、知らなくとも何とかな こともあるのだが、知っていれば良いことは日常生活でも多々あるのである。例えば食品添加物や放射性物質など、知らないと 「 （感覚的に）何となく怖い」ということも、知って れば「本当に怖いもの」と「心配する程のことはないもの」を区別できるようになる。区別できるように れば、恐怖心をあお 発言も冷静に判断で るし、 「安全」という科学的裏付けもなく「安心」 アピールする商品（大抵は科学的裏


















大きくなるのか？巻貝の巻き方に理由がある？シマウマや熱帯魚の模様はどのようにできる？どれも実は単純な法則、数式で説明できることが読むと分かる。目からうろこが落ち「なるほど！」膝を打ちたくなる内容である。生き物の形に 数学が隠れている。単純な法則、数式 見て「美しい！」と思うのは物理専売特許ではない だ。身近に る生き物の 「形」を見て、ぜひ感動してほしい。なお、気さくな文体で書かれ いてほとんど数式も出てこな ので、文系の方でも安心して読める。　
ちなみに生き物の縞模



























































































































































学などの分野で筑波大も貢献していくことを表明。また筑波大の国際化を目指し、来年度、文部科学省が公募する「スーパーグローバル大学」への準備を進めていくともしている。今年度から発足した留学支援どを行うグローバル・コモンズ機構について 、来年度４月１日 国際部や学生セ ターなどと再構成を予定しており、 「国際性の日常化」を目指していくという。
学期制度を導入することは大規模な改革だったが、新たな学年暦は順調に浸透しているようだ。　
二学期制の課題は春Ｃモ





















































年度にもＩＣタグの値を検討しているが、 これは、同年度から登録制度への国からの補助金 打ち切られるためで、値上げ分は、学内の駐輪状況 見回る職員らの人件費に充てられる予定だ。　
駐輪マナーが悪い学生が
多いと、巡回や自転車撤去などのために人件費が多くかかり、 値上げ額も上 る。同制度の今後は 学生の駐輪マナーがカギを握っている。
登録制度
撮影地＝平砂学生宿舎


































































くれたのは、ずっとあこがれであった「漫画家になりたい」 「大学で美術を学び とい 夢へ
の熱い気持ちだったのではないかな、 と思います。　
今、学生である皆さん















Ａ＋、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの成績を上位 ４、 ３ ２、 １、０ポイントのＧＰ（Ｇｒａｄｅ
　
Ｐｏｉｎｔ）で評価



















































































































ウトできる私立大 は違い、筑波大は一般入 で入ってくる選手がほとんどで、個々人に卓越技術があるわけではない。それ も好成績を残せたのは、 「個人の技術は、戦術で補うという意識をチーム全体で共有できている」 （三輪由衣監督）ためだ。　
大会中もミーティング





































































ニア候補に名前が挙がったこともあり、実力は十分。だが、 「バレーは大学で辞めるつ り」だという。将来の夢は体育の先生。 「中学時代の恩師のような、厳しくもあるが、日常 活の相談にも乗ってくれる熱血教師を目指したい」 。バレーへの姿勢にも 体育の先生という 標にも 一貫するのは「誰か 必要とされる存在でありたい」という強い思 だ。　
一度コートに立てば、


































































































――どんな１年でしたか。　（４―７月の）関東大学春季大会では、相手が「筑波」の名前に押され（気迫負けし）ていた部分があったかもしれない。 まだ （チームの）完成度が低 のにほとんどの試合が「勝ち」出てしまった。負ければ学生同士で（弱点を）指摘し合えたのに勝っているからいいか、というスタートになってしまった。 そ 問題点が）表面化したのが９月の関東大学対抗戦 慶應大学戦。多くのミスが上に、試合の中で修正できず慌ててしまった。
　
だがこれは今年のチーム











































がたった。あっという間の３年間は、留学する前の自分と比べると有意義な時間を過ごせたと思う。今でも明確な目標を持っているとは言えないが、以前の目標 ない生活をしていたころよりは、少 成長したとも思う。本稿では自分 留学
生活３年間について述べたい。　
入学する前にも筑波大































国に戻らなければならない。もちろん、その２年間が完全 無駄になるとは思わないが、それでも若い時の２年間は大きいと思い、大学院への進学も考えて たため、入試準備しながら 卒業論文
を書くための準備もした。運が良かったのか、昨年の９月に東京大学ら合格通知が来 。　
韓国の知人の司法試験



















































































































で「深夜につくばセンターから大学方面への交通手段がなく不便だ」という声が上がっていたが、 「都市計画実習」 （谷口守教授＝シス情系） の神保裕美さん （社工３年）らのグループ 深夜高速バスの有効活用を発案。アンケートで空席状況などを調べた上、昨年６月に関東鉄道に提案した。　
同グループの皆川貴弘さ






































































































































































































































映画の制作まで多岐にわたる。現在制作中の長編作品「終末」は、電車や映画館を貸し切った撮影やプロの俳優を起用した大作で、今年の春に公開予定だという。 「映画 で学んだことは人とのかかわり方。撮影許可を得るためには地元の方に交渉する必要があるし、役者も知人の紹介がほとんど。たくさんの の理解と支えが次の作品制作にもつながる。映画は決して一人で制作できるも で ない 感じた」これまでの活動を振り返る。　
その活動は映像制作にとどまらな
い。自ら主導する「第四学群」の活動
は学内で大きな反響を呼んだ。旧学群制度で実際には存在しなかった第四学群は学生から「幻の学群」と呼ばれ、学生間でのさまざまな冗談や「都市伝説」に登場する。高島さんはこの噂を基に、 「ＲＥＡＬ」に第四学群を秘密裏の部隊として登場させ、作品完成後はそこで使用した黒づくめの衣装を とい、仲間と学園祭などのイベントに参加して る。 「学校という日常に『ちょっと たサプライズ』があったら毎日がきっと楽しくなる」 。思いつきで始 た活動だというが、今では学内に突如現れる黒ずくめ集団を「筑波大でしか会えないキャラクター」だと楽しみにする学生も多い。　
今は大学院への進学を検討。 「卒業す
る前に、ぜひ続編『ＲＥＡＬ
　
ＷＨＩＴ
ＥＤＡＹ』を制作したい」と話し、大学生活を最後まで謳歌 たいと考える。一人の学生のユニークな発想と行動力は、筑波大の「楽しい明日」へと続く。
（望
月麗＝比較文化学類２年）
提供＝男子バレー部
第四学群の衣装で学内に登場する高島さん
